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Rom・
)
千
九
百
六
十
六
年
七
月
九
白
書
名
、
千
九
百
六
十
七
年
二
月
九

日
発
効
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
一
九
五

O
年
六
月
二
五
日
、
一
九
五

O
年
六
月
二

七
日
お
よ
び
一
九
五

O
年
七
月
七
日
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
お

け
る
諸
決
議
内
容
と
一
九
五
三
年
一

O
月
一
日
に
書
面
で
作
成
し
た
大
韓

民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
聞
の
相
互
防
帯
条
約
第
四
条
に
基
づ
い
て
、
大

韓
民
国
の
領
域
内
お
よ
び
そ
の
付
近
に
同
軍
隊
を
配
置
し
た
こ
と
に
つ
い
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地
地
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(崖
)

崖

先

鏑

て
、
大
韓
民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
両
国
家
聞
の
緊
密
な
相
互
利
益

の
友
好
的
連
帯
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、
施
設
と
区
域
、
並
び
に
大
韓
民

国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
本
協
定
を
以
下
の
よ
う
に
結

ぶ
次
第
で
あ
る
。

第
一
条

定
義
(
口
広
吉
正

gm)

本
協
定
に
お
い
て
、

1
.
「
合
衆
国
軍
隊
の
諸
構
成
員
」
と
は
、
大
韓
民
国
の
領
域
内
の
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
陸
軍
、
海
軍
、
空
軍
、
海
兵
隊
に
属
す
る
人
員
と
し
て
現

役
に
服
務
し
て
い
る
者
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、
合
衆
国
の
大
使
館
に
属

す
る
合
衆
国
軍
隊
の
人
員
と
、
一
九
五

O
年
一
月
二
六
日
字
で
改
定
し
た

軍
事
顧
問
団
協
定
に
基
づ
い
て
そ
の
身
分
が
規
定
さ
れ
た
人
員
は
除
く
。
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2
.
「
軍
属
」
と
は
、
合
衆
国
の
国
籍
を
有
す
る
民
間
人
と
し
て
、
大
韓

民
国
圏
内
の
合
衆
国
軍
隊
に
雇
用
さ
れ
た
者
、
同
軍
隊
に
勤
務
す
る
者
、

ま
た
同
伴
す
る
家
族
を
指
す
。
通
常
、
大
韓
民
国
に
居
住
す
る
者
、
或
い

は
第
十
五
条
第
一
項
が
規
定
し
た
者
は
除
く
。
本
協
定
の
適
用
に
関
し
て

は
、
大
韓
民
国
並
び
に
合
衆
国
の
二
重
国
籍
者
と
し
て
合
衆
国
か
ら
大
韓

民
国
国
内
に
入
国
し
た
者
は
合
衆
国
国
民
と
し
て
見
な
す
。

3
.
「
家
族
」
と
は
次
の
者
を
指
す
。

①
配
偶
者
お
よ
び
二
十
一
歳
未
満
の
子
供

②
父
母
お
よ
び
二
十
一
歳
以
上
の
子
供
、
ま
た
、
そ
の
他
親
族
と
し

て
生
活
費
の
半
額
以
上
を
合
衆
国
の
構
成
員
或
い
は
軍
属
に
依
存

す
る
者
。

第
二
条

施
設
と
区
域
|
供
与
と
返
還

Qmwo--一巳
g

g仏
〉

2
8ー
ゐ

B
E
S島
問
。
け
号
ロ
)

1
.
①
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
相
互
防
衛
条
約
第
四
条
に
し
た
が
っ
て
大

韓
民
国
圏
内
の
施
設
と
区
域
の
使
用
の
供
与
を
受
け
る
巴
各
々
の
施
設
と

区
域
に
関
す
る
諸
協
定
は
、
本
協
定
の
第
二
十
八
条
に
よ
っ
て
規
定
し
た

合
同
委
員
会
を
通
し
て
両
政
府
が
決
定
す
る
こ
と
に
す
る
。
「
施
設
と
区

域
」
と
は
、
所
在
の
内
容
を
問
わ
ず
、
事
実
と
区
域
の
運
用
に
使
用
す
る

現
在
の
設
備
、
備
品
お
よ
び
定
着
物
を
含
む
。

②
本
協
定
の
効
力
発
生
時
に
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
し
て
い
る
施
設
と
区
域
、

お
よ
び
合
衆
国
軍
隊
が
こ
の
よ
う
な
施
設
と
区
域
を
再
使
用
す
る
場
合
に

合
衆
国
の
軍
隊
が
こ
れ
を
再
使
用
で
き
る
保
有
権
を
持
っ
た
ま
ま
大
韓
民

一一一ー一一一

国
側
に
返
還
し
た
施
設
と
区
域
は
、
前
記
の
①
項
に
し
た
が
っ
て
両
政
府

間
で
合
意
し
た
施
設
と
区
域
と
し
て
見
な
す
。
合
衆
国
の
軍
隊
が
使
用
、

若
し
く
は
再
利
用
し
て
い
る
施
設
と
区
域
に
関
す
る
記
録
は
本
協
定
の
効

力
発
生
後
に
も
合
同
委
員
会
を
通
し
て
そ
の
内
容
を
保
存
す
る
c

2
.
大
韓
民
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
何
れ
か
一
方
の
政
府

の
要
請
が
あ
る
場
合
、
こ
の
協
定
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
ま
た
こ
の
よ
う

な
施
設
と
区
域
の
一
部
を
大
韓
民
国
側
へ
の
返
還
可
否
、
或
い
は
新
た
な

施
設
と
区
域
の
提
供
可
否
に
つ
い
て
合
議
す
る
。

3
.
合
衆
国
側
が
使
用
す
る
施
設
と
区
域
は
、
本
協
定
の
目
的
そ
の
も
の

の
達
成
の
た
め
に
必
要
性
が
な
く
な
る
時
に
は
合
同
委
員
会
を
通
し
て
協

議
す
る
。
こ
の
条
件
に
し
た
が
っ
て
大
韓
民
国
側
に
返
還
し
、
こ
の
よ
う

な
見
地
か
ら
合
衆
国
側
は
同
施
設
と
区
域
の
必
要
性
に
つ
い
て
継
続
し
て

検
討
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

4
.
①
施
設
と
区
域
が
一
時
的
に
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
、
ま
た
大
韓

民
国
政
府
が
こ
の
よ
う
な
通
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、
大
韓
民
国
政
府
は

こ
の
よ
う
な
施
設
と
区
域
を
使
用
す
る
に
加
え
、
自
国
民
に
使
用
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
使
用
に
あ
た
っ
て
は
合
衆
国
軍
隊

に
よ
る
同
施
設
区
域
の
正
常
な
使
用
目
的
に
被
害
を
与
え
な
い
こ
と
を
共

同
委
員
会
の
両
国
政
府
が
協
議
し
た
場
合
に
限
る
。

②
合
衆
国
軍
隊
が
一
定
の
期
間
の
聞
に
使
用
す
る
施
設
と
区
域
に
関
し
て

は
、
合
同
委
員
会
は
こ
の
施
設
と
区
域
に
関
す
る
協
定
が
本
協
定
の
規
定

に
適
用
し
な
い
限
界
に
つ
い
て
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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1
.

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
施
設
内
と
区
域
内
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
施

設
と
区
域
の
設
定
、
運
営
、
瞥
謹
お
よ
び
管
理
に
必
要
な
全
て
の
措
置
を

取
る
。
大
韓
民
国
政
府
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
支
援
、
瞥
護
お
よ
び
管
理
の

た
め
に
、
同
施
設
と
区
域
へ
の
合
衆
国
軍
隊
の
出
入
り
の
便
宜
を
企
て
る

た
め
に
、
合
衆
国
軍
隊
の
要
舗
と
合
同
委
員
会
を
通
し
た
両
政
府
間
の
合

意
に
し
た
が
っ
て
、
同
施
設
と
区
域
に
隣
接
し
た
周
辺
の
土
地
、
領
海
お

よ
び
領
空
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
の
範
囲
内
で
必
要
な
措
置
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
合
衆
国
は
合
同
委
員
会
を
通
し
た
両
政
府
間
の

協
議
に
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
目
的
上
必
要
な
措
置
を
取
る
。

2
.
①
合
衆
国
は
、
大
韓
民
国
の
領
域
へ
の
、
領
域
か
ら
の
、
ま
た
は
領

域
内
の
航
海
、
航
空
、
通
信
お
よ
び
陸
上
交
通
を
不
必
要
に
妨
害
す
る
方

法
で
第
一
項
が
規
定
し
た
措
置
を
取
ら
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
。

②
電
磁
波
放
射
装
置
用
の
ラ
ジ
オ
周
波
数
、
或
い
は
こ
れ
に
類
似
す
る
事

項
を
含
め
た
電
気
通
信
に
関
す
る
全
て
の
問
題
は
両
国
政
府
の
指
定
通
信

当
局
聞
の
約
定
に
し
た
が
っ
て
最
大
の
調
停
と
協
力
の
姿
勢
で
迅
速
に
継

続
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
大
韓
民
国
政
府
は
、
関
係
法
令
と
協
定
の
範
囲
内
で
、
電
磁
波
放
射
に

対
し
て
敏
感
な
装
置
、
電
気
通
信
装
置
、
或
い
は
合
衆
国
軍
隊
が
必
要
と

す
る
そ
の
他
の
装
置
に
対
す
る
妨
害
を
防
止
・
除
去
す
る
た
め
の
全
て
の

合
理
的
手
段
を
取
る
。

米
韓
駐
屯
地
地
位
協
定

2
0司
p
g
m
E加
え

3
2
S
〉
当

s
g
gけ

)

(

崖

)

3
.
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
中
の
施
設
と
区
域
内
に
お
け
る
運
営
は
、
公
共

の
安
全
を
適
切
に
考
慮
し
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

施
設
と
区
域
l
施
設
の
返
還

Q
R
E
t
g

g仏
〉

g
g
l
M
N
2
5
5
0『

E
&
E
g
)

1
.
合
衆
国
政
府
は
、
本
協
定
の
終
了
時
、
大
韓
民
国
政
府
に
協
定
採
決

以
前
の
施
設
と
区
域
を
返
還
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
施
設
と
区
域
が
合
衆
国

軍
隊
に
提
供
さ
れ
て
い
た
当
時
の
状
態
に
同
施
設
と
区
域
を
原
状
回
復
す

る
義
務
を
持
た
な
い
。
ま
た
原
状
回
復
の
代
わ
り
に
大
韓
民
国
政
府
に
補

償
す
る
義
務
も
持
た
な
い
。

2
.
本
協
定
の
終
了
時
、
協
定
採
決
以
前
の
施
設
と
区
域
の
返
還
の
際
、

施
設
と
区
域
に
残
留
す
る
建
物
お
よ
び
工
作
物
に
対
し
て
同
施
設
と
区
域

に
加
え
た
如
何
な
る
改
ざ
ん
に
つ
い
て
も
合
衆
国
政
府
は
大
韓
民
国
政
府

に
対
し
て
加
何
な
る
補
償
も
行
う
義
務
を
持
た
な
い
。

3
.
前
記
の
二
項
の
規
定
は
、
合
衆
国
政
府
と
大
韓
民
国
政
府
と
の
間
で

特
別
な
約
定
を
結
ん
で
行
う
建
設
工
事
に
は
適
用
し
な
い
。

第
五
条

施
設
と
区
域
l
経
費
と
維
持

Q
R
E
t
g

g
仏
〉

2
8ー
の
o
巴

g
仏
冨
包

E
g
g
s

1
.
合
衆
国
は
、
第
二
項
に
規
定
し
た
内
容
に
し
た
が
っ
て
、
大
韓
民
国

が
負
担
す
る
経
費
を
除
い
て
、
本
協
定
の
有
効
期
限
中
は
大
韓
民
国
に
負

担
を
負
わ
せ
な
い
こ
と
に
し
、
合
衆
国
軍
隊
の
維
持
に
必
要
な
全
て
の
経

費
を
負
担
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

一一一一一一一一
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2
.
大
韓
民
国
は
、
合
衆
国
に
負
担
を
負
わ
せ
な
い
こ
と
に
し
、
本
協
定

の
有
効
期
限
中
に
お
い
て
第
二
条
お
よ
び
第
三
条
に
規
定
さ
れ
た
飛
行
場

と
港
内
の
施
設
と
区
域
と
同
様
に
共
同
使
用
施
設
と
共
同
区
域
を
含
む
全

て
の
施
設
と
区
域
と
通
行
権
を
提
供
し
、
こ
の
条
件
に
相
当
す
る
所
有
者

と
提
供
者
に
補
償
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
大
韓
民
国
政
府
は
、
こ
の
よ

う
な
施
設
と
区
域
に
対
す
る
合
衆
国
政
府
の
使
用
を
保
証
し
、
ま
た
合
衆

国
政
府
お
よ
び
そ
の
機
関
に
属
す
る
職
員
が
使
用
に
関
連
す
る
第
三
者
の

謂
求
権
に
よ
っ
て
害
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

第
六
条

Uコ/、

3丞
の さ吾

F，業
ーと

サ

ビ
ス

(
C江
口

t
g
自
己

1
.
合
衆
国
軍
隊
は
、
大
韓
民
国
政
府
お
よ
び
そ
の
地
方
行
政
機
関
が
所

有
・
管
理
・
規
制
す
る
全
て
の
公
益
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
公
益
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
輸
送
・
通
信
施
設
と
機

関
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
ス
チ
ー
ム
、
電
熱
、
動
力
、
並
び
に
下
水
汚

染
処
理
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
だ
け
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
本
項
目
が
規
定
し
た
公
益
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
が
合
致
し
な
い
方
法
を

行
使
し
て
は
な
ら
な
い
白

2
.
合
衆
国
に
よ
る
公
益
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
如
何
な
る
利
用

者
に
付
与
し
た
も
の
よ
り
不
利
で
は
な
い
優
先
権
、
条
件
お
よ
び
使
用
料

と
料
金
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
三
四

第
七
条

法
令
の
尊
重
(
目
。
ω
宮
2
0同
Fos--Lmw当
)

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
と
第
十
五
条
に
よ
り
大
韓
民
国
内
に
居
住

し
て
い
る
者
お
よ
び
そ
の
家
族
は
大
韓
民
国
国
内
に
お
け
る
法
令
を
尊
重

し
、
ま
た
本
協
定
の
趣
旨
に
外
れ
る
加
何
な
る
活
動
、
と
く
に
政
治
的
活

動
を
行
わ
な
い
義
務
を
有
す
る
。

第
八
条

出
入
国
自
己
ミ

g仏
国
一
色
)

1
.
本
条
の
規
定
に
し
た
が
う
こ
と
を
条
件
に
、
合
衆
国
は
合
衆
国
軍
隊

の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
た
る
者
を
大
勝
民
国
圏
内
に
入
国
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
韓
民
国
政
府
は
、
両
政
府
間
に
合
意
す
る
手
順

に
よ
っ
て
入
国
者
と
出
国
者
の
数
と
種
類
に
つ
い
て
定
期
的
に
通
告
を
受

け
る
こ
と
と
す
る
。

2
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
は
、
旅
券
お
よ
び
査
妊
に
関
わ
る
大
韓
民
国

の
法
令
の
適
用
を
免
除
す
る
。
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ

の
家
族
は
、
外
国
人
登
録
お
よ
び
管
理
に
関
わ
る
大
韓
民
国
の
法
令
の
適

用
を
免
除
す
る
。
し
か
し
、
大
韓
民
国
の
領
域
内
に
お
い
て
永
久
的
な
居

所
、
或
い
は
住
所
を
要
求
す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
。

3
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
は
、
大
韓
民
国
に
入
国
・
大
韓
民
国
か
ら
出

国
す
る
場
合
、
次
の
文
書
を
所
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
姓
名
、
生
年
月
日
、
階
級
と
番
号
、
職
種
に
つ
い
て
記
載
し
写
真
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を
添
付
し
た
身
分
証
明
書

②
個
人
、
ま
た
は
集
団
が
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
と
し
て
有
す
る
地

位
お
よ
び
個
別
的
・
集
団
的
旅
行
命
令
昔
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成

員
は
大
韓
民
国
内
に
い
る
期
間
中
に
身
分
を
証
明
す
る
た
め
に
こ

れ
ら
の
身
分
証
明
書
を
所
持
し
、
大
韓
民
国
関
係
当
局
の
要
求
が

あ
る
場
合
は
前
記
の
身
分
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

D

4
.
軍
属
、
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
合
衆
国
当
局
が
発
給
し
た
適
切
な
文

書
を
所
持
し
、
大
韓
民
国
へ
の
出
入
国
、
或
い
は
滞
留
す
る
期
間
中
、
自

ら
の
身
分
が
大
韓
民
国
当
局
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

5
.
本
条
第
一
項
に
よ
り
、
大
韓
民
国
に
入
国
し
た
者
が
そ
の
身
分
の
変

更
に
よ
っ
て
前
記
の
入
国
資
格
を
充
足
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
合
衆
国

当
局
は
大
韓
民
国
当
局
に
通
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
こ
れ
に
該

当
す
る
者
が
大
韓
民
国
圏
内
か
ら
退
去
す
る
よ
う
大
緯
民
国
当
局
が
要
請

し
た
場
合
に
は
、
相
当
期
間
内
に
大
韓
民
国
政
府
に
頼
る
こ
と
な
く
大
韓

民
国
圏
内
か
ら
退
去
で
き
る
よ
う
輸
送
の
便
を
確
保
す
る
。

6
.
大
韓
民
国
政
府
が
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
と
軍
属
に
つ
い
て
大
韓
民

国
圏
内
か
ら
の
移
送
を
要
摘
、
或
い
は
合
衆
国
軍
隊
構
成
員
、
軍
属
、
元

構
成
員
、
元
軍
属
の
家
族
に
対
し
て
追
放
命
令
を
出
し
た
場
合
、
合
衆
国

当
局
は
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
者
を
大
韓
民
国
領
土
内
か
ら
放
出
す
る
責
任

を
有
す
る
。
本
項
の
規
定
は
大
韓
民
国
の
国
民
で
な
い
合
衆
国
軍
隊
の
構

成
員
と
軍
属
の
資
格
を
有
す
る
者
、
或
い
は
そ
の
資
格
を
有
す
る
目
的
で

入
国
し
た
者
と
そ
の
家
族
に
限
っ
て
適
用
す
る
。

米
韓
駐
屯
地
地
位
協
定

3
0司
〉

-
m
E
E日
C門
司

C
2
2
〉

句

2
5
2
F
)
(崖
)

第
九
条

通
関
と
関
税
(
の

g
g
B
m
g門
戸
口
三

5)

1
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
本
協
定
で
規

定
し
た
場
合
を
除
い
て
大
韓
民
国
税
関
当
局
が
決
め
た
法
令
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2
.
合
衆
国
軍
隊
(
同
軍
隊
の
公
認
調
達
機
関
と
第
十
三
条
で
規
定
し
た

歳
出
外
資
金
諸
機
関
を
含
む
)
が
合
衆
国
軍
隊
の
公
的
使
用
と
合
衆
国
軍

隊
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
が
使
用
す
る
た
め
に
輸
入
す
る
全
て
の
資
材

と
備
品
の
大
韓
民
国
へ
の
搬
入
を
許
容
す
る
。
こ
の
よ
う
な
搬
入
に
は
、

関
税
お
よ
び
そ
の
他
の
課
徴
金
が
付
加
さ
れ
な
い
。
前
記
の
資
材
と
備
品

に
加
え
て
同
軍
隊
が
使
用
す
る
備
品
と
施
設
に
最
終
的
に
合
体
す
る
予
定

の
資
材
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
が
前
記
の
目
的
を
示
し
た
適
切
な
証

明
書
を
添
付
す
る
。
本
項
に
お
い
て
規
定
し
た
免
除
事
項
は
、
合
衆
国
軍

隊
の
軍
輸
支
援
を
受
け
る
統
合
司
令
部
以
下
の
駐
韓
外
国
軍
隊
に
使
用
す

る
た
め
に
輸
入
し
た
資
材
、
備
品
に
も
適
用
す
る

0

3
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
並
び
に
そ
の
家
族
が
使
用
す
る
財
産

と
こ
れ
ら
宛
に
配
送
さ
れ
る
財
産
に
は
関
税
お
よ
び
そ
の
他
の
課
徴
金
を

付
加
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
関
税
お
よ
び
そ
の
他
の
課
徴
金
を

付
加
し
な
い
。

①
大
韓
民
国
圏
内
に
勤
務
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
と
軍
属
が
最

初
到
着
し
た
時
点
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
た
ち
が
合
衆
国
軍
隊
の

構
成
員
・
軍
属
と
同
居
た
め
最
初
到
着
し
た
時
点
か
ら
使
用
す
る

二
三
五
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法
学
志
林

第
一

O
九
巻

第
三
号

目
的
で
輸
入
し
た
家
具
、
家
庭
用
品
お
よ
び
個
人
用
品

②
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
又
は
軍
属
が
自
分
と
家
族
の
使
用
の
た

め
に
輸
入
す
る
車
両
と
付
属
品

③
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
並
び
に
そ
の
家
族
が
使
用
す
る
た

め
に
合
衆
国
の
軍
事
郵
便
局
を
通
し
て
輸
送
し
た
通
常
購
入
で
き

る
種
類
の
合
理
的
量
の
個
人
用
品
と
家
庭
用
品

4
.
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
に
お
い
て
許
容
し
た
免
除
事
項
に
つ
い
て
は
、

物
品
輸
入
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
ロ
ま
た
該
当
す
る
物
品
の
受
け
入
れ
時

点
で
既
に
関
税
と
内
国
諸
費
税
が
徴
収
さ
れ
た
物
品
を
購
入
す
る
場
合
に

は
、
税
関
当
局
が
徴
収
し
た
関
税
と
圏
内
諸
費
税
を
払
い
戻
さ
な
い
も
の

と
解
釈
し
な
い
。

5
.
次
の
場
合
に
は
税
関
検
査
を
行
わ
な
い
。

①
休
暇
命
令
以
外
の
命
令
に
よ
り
大
韓
民
国
に
出
入
国
す
る
合
衆
国

軍
隊
の
構
成
員

②
公
用
の
封
印
付
き
の
公
文
替
、
並
び
に
公
用
の
郵
便
封
印
付
き
の

合
衆
国
軍
事
郵
便
第
一
種
書
状

③
合
衆
国
軍
隊
宛
に
配
送
さ
れ
た
軍
事
貨
物

6
.
関
税
免
除
を
受
け
て
大
韓
民
国
圏
内
に
輸
入
さ
れ
た
物
品
に
つ
い
て

は
、
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
当
局
が
相
互
合
意
す
る
条
件
で
処
分
を
認

定
す
る
場
合
を
除
い
て
、
関
税
の
免
除
で
大
韓
民
国
国
内
に
輸
入
し
た
該

当
物
品
の
輸
入
権
利
を
有
し
な
い
者
に
よ
る
処
分
は
認
め
な
い
。

7
.
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
に
依
拠
し
関
税
と
そ
の
他
の
免
除
を
受
け
て

大
韓
民
国
国
内
に
輸
入
さ
れ
た
物
品
は
、
関
税
と
そ
の
他
の
課
徴
金
の
免

一
=-Zハ

除
を
受
け
て
再
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8
.
合
衆
国
軍
隊
は
、
大
韓
民
国
当
局
と
協
力
し
て
本
条
に
規
定
に
よ
り

合
衆
国
軍
隊
、
同
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
に
付
与
さ
れ

た
特
権
の
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

9
.
①
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
軍
隊
は
、
大
韓
民
国
政
府
の
税
関
当
局

が
執
行
す
る
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
、
調
査
の
実
施

お
よ
び
証
拠
の
収
集
に
お
い
て
相
互
協
調
す
る
。

②
合
衆
国
軍
隊
は
、
大
緯
民
国
政
府
の
税
関
当
局
と
そ
の
代
理
執
行
当
局

に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
物
品
の
引
き
渡
し
を
砲
保
す
る
た
め
に
、

そ
の
権
限
内
の
全
て
の
援
助
を
提
供
す
る
。

③
合
衆
国
の
軍
隊
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
文
は
そ
の
家
族
が

納
付
す
べ
き
関
税
、
担
税
お
よ
び
罰
金
の
納
付
の
確
保
の
た
め
に
、
そ
の

指
限
内
の
全
て
の
援
助
を
提
供
す
る
。

④
合
衆
国
軍
隊
当
局
は
税
関
検
査
の
目
的
で
軍
事
上
統
制
す
る
港
と
飛
行

場
に
派
遣
さ
れ
た
税
関
職
員
に
可
能
な
限
り
の
援
助
を
提
供
す
る
。

③
合
衆
国
軍
隊
に
属
す
る
車
両
お
よ
び
物
品
と
し
て
、
大
韓
民
国
政
府
の

関
税
文
は
財
務
に
関
す
る
法
令
に
違
反
す
る
行
為
に
関
連
し
て
大
韓
民
国

政
府
の
税
関
当
局
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
も
の
は
、
関
連
部
隊
当
局
に
引

き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
十
条

船
舶
と
航
空
機
の
出
入
り
(
〉
の
0
8
ω
0『
〈

g'

m
o
Z
自
己
〉
可

q
m
p
)

l
.
合
衆
国
に
よ
っ
て
、
文
は
合
衆
国
の
管
理
下
で
運
行
す
る
合
衆
国
・

外
国
の
船
舶
と
航
空
機
は
大
韓
民
国
の
如
何
な
る
港
と
飛
行
場
に
入
港

料
・
着
陸
料
を
負
担
せ
ず
に
出
入
り
で
き
る
ロ
本
協
定
に
よ
る
免
責
が
付

与
さ
れ
て
な
い
貨
物
或
い
は
旅
客
が
運
送
さ
れ
る
場
合
に
は
、
大
韓
民
国

の
法
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
.
第
一
項
で
規
定
し
た
船
舶
と
航
空
機
、
機
甲
車
両
を
含
む
合
衆
国
政

府
所
有
の
車
両
お
よ
び
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
並
び
に
そ
の
家
族

は
、
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
中
の
施
設
と
区
峨
へ
出
入
り
、
こ
の
施
設
と
区

域
聞
の
移
動
、
ま
た
こ
の
施
設
と
区
域
お
よ
び
大
韓
民
国
の
港
・
飛
行
場

聞
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
合
衆
国
の
軍
用
車
両
へ
の
搭
乗
、
区
域

内
へ
の
出
入
り
、
並
び
に
こ
の
施
設
区
域
間
の
移
動
に
は
道
路
使
用
量
・

そ
の
他
の
課
徴
金
を
科
し
な
い
c

3
.
第
一
項
で
規
定
し
た
船
舶
が
大
韓
民
国
圏
内
の
港
に
入
港
す
る
場
合
、

通
常
の
状
態
で
あ
れ
ば
大
韓
民
国
の
関
係
当
局
に
対
し
て
適
切
な
通
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ
こ
の
よ
う
な
船
舶
は
強
制
導
船
が
免
除
さ
れ
る

が
、
民
間
の
渡
船
会
社
を
使
用
す
る
場
合
に
は
適
切
な
率
の
料
金
を
支
給

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

米
韓
駐
屯
地
地
位
協
定

S
O
M
-
-
P
2
2言
明
。
『
司
C
2
2
〉

q
g吉
田
口
付
)
(
崖
)

第
十
一
条

気
象
観
測
業
務

(Z285-cm-s-
∞
句
i
g
m
)

大
韓
民
国
政
府
は
両
国
政
府
の
関
係
当
局
聞
の
約
定
に
よ
り
次
の
気
象
観

測
業
務
を
合
衆
国
軍
隊
に
提
供
す
る
。

①
船
舶
に
よ
る
観
測
を
含
む
地
上
お
よ
び
海
上
で
の
気
象
観
測

②
定
期
的
開
港
、
可
能
で
あ
れ
ば
過
去
の
資
料
も
含
む
気
象
資
料

③
気
象
情
報
を
報
道
す
る
電
気
通
信
業
務

④
地
震
観
測
の
資
料

第
十
二
条

信航
・"'1 -~ 

EF香
保逼
百袋事

2晶
肯お
o '-

~ u 
云運
~.航
を樫
Cコふ~J

S施
ζ 設
0. 
cn 

1
.
全
て
の
民
間
・
軍
用
交
通
管
制
は
緊
密
な
協
調
を
通
し
て
展
開
す
る
。

ま
た
本
協
定
の
運
営
上
必
要
な
範
囲
ま
で
統
合
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
協

調
に
必
要
な
手
続
き
と
変
更
事
項
は
両
政
府
の
関
係
当
局
聞
の
約
定
に
よ

っ
て
設
定
す
る
。

2
.
合
衆
国
は
、
大
韓
民
国
全
域
と
そ
の
領
域
に
船
舶
お
よ
び
航
空
機
の

運
航
補
助
施
設
(
必
要
で
あ
れ
ば
電
子
型
)
を
設
置
、
建
設
お
よ
び
維
持

す
る
権
限
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
運
航
補
助
施
設
は
、
大
韓
民
国
で
使
わ

れ
て
い
る
体
系
に
概
し
て
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
航
補
助
施
設

を
設
置
し
た
大
韓
民
国
お
よ
び
合
衆
国
の
当
局
は
、
同
補
助
施
設
の
位
置

と
特
徴
を
適
切
に
相
互
通
告
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
補
助
施

設
の
変
更
・
付
加
的
な
運
航
補
助
施
設
を
設
因
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り

二
三
七
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の
事
前
通
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条

歳
出
外
資
金
諸
機
関

2
8
1
8胃
o宝
巳
色

『

g
ι
o
a
s
g
t
oロ
m)

1
.
①
合
衆
国
軍
当
局
が
公
認
し
て
規
制
す
る
軍
阪
売
倍
、
食
堂
、
社
交

ク
ラ
ブ
、
劇
場
、
新
聞
お
よ
び
そ
の
他
の
歳
出
外
資
金
諸
機
関
は
、
合
衆

国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
彼
ら
の
家
族
の
利
用
の
た
め
に
、
合
衆

国
軍
隊
が
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
D

こ
の
よ
う
な
諸
機
関
は
、
本
協
定

に
別
に
規
定
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
大
斡
民
国
の
規
制
、
免
許
、
手
数

料
、
租
税
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
類
似
の
管
理
を
受
け
な
い
。

②
合
衆
国
軍
当
局
が
公
認
す
る
新
聞
を
一
般
大
衆
に
販
売
す
る
場
合
、
そ

の
配
布
に
限
っ
て
は
大
韓
民
国
の
規
制
、
免
許
、
手
数
料
、
徴
税
、
ま
た

こ
れ
と
類
似
な
管
理
を
受
け
る
。

2
.
上
記
の
諸
機
関
に
よ
る
商
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
に
は
、
本
条

第
一
項

(
2
)
に
規
定
し
た
事
項
を
除
い
て
は
、
大
韓
民
国
の
租
税
を
賦

課
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
諸
機
関
に
よ
る
商
品
お
よ
び

需
用
品
を
大
緯
民
国
圏
内
で
購
入
す
る
に
は
、
両
政
府
聞
が
と
く
に
合
意

し
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
商
品
お
よ
び
需
用
品
に
は
一
般
の
購
入
者
に

割
り
与
え
ら
れ
る
大
韓
民
国
の
租
税
を
賦
課
す
る
。

3
.
上
記
の
諸
機
闘
が
販
売
す
る
物
品
は
、
大
韓
民
国
お
よ
び
合
衆
国
の

当
局
が
相
互
合
意
す
る
条
件
に
よ
り
処
分
を
認
め
る
場
合
を
除
い
て
、
こ

の
よ
う
な
諸
機
関
か
ら
の
購
入
が
認
め
ら
れ
な
い
者
が
大
韓
民
国
内
で
こ

二
三
八

れ
ら
を
処
分
し
て
は
な
ら
な
い
。

4
.
本
条
に
規
定
さ
れ
た
諸
機
関
は
、
合
同
委
員
会
で
の
両
政
府
代
表
聞

の
協
議
を
通
じ
て
、
大
韓
民
国
租
税
当
局
に
大
韓
民
国
税
法
が
要
求
す
る

情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条

課
税

3
9
5
t
oロ)

1
.
合
衆
国
軍
隊
が
大
韓
民
国
圏
内
で
保
有
、
使
用
ま
た
は
移
転
す
る
財

産
に
対
し
て
は
、
租
税
ま
た
は
、
課
徴
金
を
割
り
与
え
な
い
。

2
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
彼
ら
の
家
族
は
、
第
悶
条
に

規
定
さ
れ
た
諸
機
関
(
歳
出
外
資
金
諸
機
関
)
を
含
む
合
衆
国
軍
隊
で
の

勤
務
・
被
雇
用
の
結
果
で
取
得
し
た
所
得
に
対
し
、
大
韓
民
国
政
府
ま
た

は
、
そ
の
他
大
韓
民
国
の
課
税
機
関
に
対
し
如
何
な
る
租
税
も
納
付
す
る

義
務
を
有
し
な
い
。
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
そ
し
て
そ
の
家
族

と
い
う
理
由
で
大
韓
民
国
に
滞
留
す
る
者
は
大
韓
民
国
外
を
源
泉
に
し
て

発
生
し
た
所
得
に
対
し
、
大
韓
民
国
政
府
ま
た
は
、
そ
の
他
大
韓
民
国
の

課
税
機
関
に
対
し
加
何
な
る
租
税
・
納
付
す
る
義
務
を
有
し
な
い
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
者
が
大
韓
民
国
に
滞
留
す
る
期
間
は
、
大
韓
民
国
租
税
の
賦

課
上
、
大
韓
民
国
で
の
居
所
や
住
所
を
有
す
る
期
間
と
し
て
見
な
さ
な
い
。

以
上
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
本
条
の
規
定
は
、
本
項
の
始
め
に
規
定
し

た
源
泉
以
外
に
大
韓
民
国
圏
内
を
源
泉
に
発
生
し
た
所
得
に
つ
い
て
は
大

韓
民
国
租
税
の
納
付
義
務
を
免
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
合
衆
国

の
所
得
税
を
納
付
し
な
い
目
的
で
大
韓
民
国
圏
内
の
住
所
を
申
告
す
る
合
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衆
国
市
民
に
対
し
は
、
所
得
に
対
す
る
大
韓
民
国
租
税
の
納
付
を
免
除
し

-
h

、・0

争
'
H
E
W

3
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
軍
属
・
そ
の
家
族
は
、
単
に
一
時
的
に
大

韓
民
国
に
滞
留
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
、
大
韓
民
国
に
所
在
す
る
動
産
、

ま
た
、
無
体
財
産
権
の
保
有
、
使
用
お
よ
び
こ
れ
ら
相
互
間
の
移
転
、
ま

た
は
死
亡
に
よ
る
移
転
に
つ
い
て
は
大
韓
民
国
で
の
課
税
を
免
除
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
免
除
は
、
大
韓
民
国
圏
内
で
投
資
・
事
業
を
行
う

た
め
に
保
有
し
た
財
産
、
ま
た
は
、
大
韓
民
国
圏
内
で
登
録
済
み
の
如
何

な
る
無
償
財
産
権
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。

第
十
五
条

招
請
契
約
者

(
H
5
5
色。0
5
5
2
2
ω
)

1
.
①
合
衆
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
組
織
し
た
法
人

②
通
常
合
衆
国
に
居
住
す
る
雇
用
員

③
前
記
の
者
の
家
族
を
含
む
合
衆
国
軍
隊
、
並
び
に
同
軍
隊
か
ら
軍
輸
支

援
を
受
け
る
統
合
司
令
部
傘
下
の
駐
韓
外
国
軍
隊
と
合
衆
国
聞
の
契
約
履

行
の
た
め
大
韓
民
国
圏
内
に
滞
留
す
る
者
、
文
は
合
衆
国
政
府
が
下
記
の

第
二
項
の
規
定
に
指
定
し
た
者
は
、
本
条
が
規
定
し
た
場
合
を
除
い
て
大

韓
民
国
の
法
令
に
従
う
。

2
.
前
記
の
第
一
項
の
規
定
は
、
大
韓
民
国
政
府
と
の
協
議
に
よ
っ
て
成

立
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
安
全
性
、
関
係
業
者
の
記
述
上
の
適
格
用

件
、
合
衆
国
の
標
準
に
合
致
す
る
資
材
を
十
分
考
慮
し
、
合
衆
国
の
法
令

上
の
制
限
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
っ
て
行
わ
な
け

米
韓
駐
屯
地
地
位
協
定
(
∞
O
司
〉

-
g
E
E
C門
司

C
2
2
〉
包
・

2
g
g
C
(崖
) れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
場
合
、
合
衆
国
政
府
が

契
約
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
ロ

①
合
衆
国
軍
隊
、
ま
た
は
同
軍
隊
か
ら
軍
輪
支
援
を
受
け
る
統
合
司

令
部
傘
下
の
駐
韓
外
国
軍
隊
と
合
衆
国
と
の
契
約
が
終
了
す
る
時

②
上
記
の
者
が
合
衆
国
軍
隊
、
ま
た
は
同
軍
隊
か
ら
軍
輸
支
援
を
受

け
る
統
合
司
令
部
傘
下
の
駐
韓
外
国
軍
隊
関
係
の
事
業
活
動
以
外

の
事
業
活
動
に
従
事
し
て
い
る
事
実
が
立
証
さ
れ
た
時

③
上
記
の
者
が
大
韓
民
国
国
内
で
違
法
な
活
動
に
従
事
し
た
事
実
が

立
証
さ
れ
た
時

3
.
上
記
の
者
の
身
分
に
関
し
て
合
衆
国
関
係
当
局
の
征
明
が
あ
る
場
合
、

本
協
定
に
基
づ
い
て
次
の
利
益
が
付
与
さ
れ
る
。

①
第
十
条
第
二
項
に
規
定
し
た
出
入
り
お
よ
び
移
動

②
第
八
条
の
規
定
に
伴
う
大
韓
民
国
へ
の
入
国

③
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
彼
ら
の
家
族
に
対
し
第
九

条
第
三
項
に
規
定
し
た
関
税
お
よ
び
そ
の
他
課
徴
金
の
免
除

④
合
衆
国
政
府
が
認
め
た
場
合
、
第
十
三
条
に
規
定
し
た
機
関
の
サ

ー
ピ
ス
利
用

③
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
第
十
八

条
第
二
項
に
規
定
し
た
事
項

⑥
合
衆
国
政
府
が
認
め
た
場
合
、
第
十
九
条
に
規
定
し
た
事
項
に
伴

う
軍
票
の
使
用

⑦
第
二
十
条
に
規
定
し
た
郵
便
施
設
の
利
用

⑧
公
益
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
第
六
条
に
基
づ
い
て
合
衆
国

二
三
九
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軍
隊
に
付
与
さ
れ
た
優
先
権
、
条
件
、
使
用
料
や
料
金
に
従
う
公

益
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

⑨
雇
用
条
件
お
よ
び
事
業
と
法
人
の
免
許
と
登
録
に
関
す
る
大
韓
民

国
法
令
の
適
用
か
ら
の
免
除

4
.
上
記
の
者
の
到
着
、
出
発
お
よ
び
大
韓
民
国
に
居
住
期
間
中
の
居
所

は
合
衆
国
軍
隊
が
大
韓
民
国
当
局
に
通
告
す
る
。

5
.
上
記
の
者
が
第
一
項
に
規
定
し
た
契
約
鹿
行
の
た
め
に
保
有
し
使

用
・
移
転
す
る
減
価
償
却
資
産
(
家
屋
を
除
く
)
に
対
し
て
は
、
合
衆
国

軍
隊
の
権
限
を
代
理
す
る
代
表
者
の
証
明
が
あ
る
時
に
は
、
大
斡
民
国
の

租
税
お
よ
び
類
似
の
課
徴
金
は
賦
課
し
な
い
D

6
.
上
記
の
者
が
合
衆
国
軍
隊
の
権
限
あ
る
代
表
の
証
明
を
有
す
る
場
合
、

一
時
的
に
大
韓
民
国
圏
内
に
滞
留
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
発
生
す
る
大
韓

民
国
国
内
所
在
の
動
産
・
無
体
財
産
栂
の
保
育
、
使
用
、
死
亡
に
よ
る
移

権
、
本
協
定
に
よ
り
免
除
受
け
る
権
利
を
持
つ
個
人
・
機
関
へ
の
移
権
に

つ
い
て
、
大
韓
民
国
で
の
課
税
か
ら
免
除
さ
れ
る

3

た
だ
し
、
こ
の
よ
う

な
免
除
は
、
大
韓
民
国
圏
内
で
投
資
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
た
め
に
保

有
す
る
財
産
、
ま
た
は
、
大
韓
民
国
で
登
録
し
た
如
何
な
る
無
体
財
産
に

も
適
用
さ
れ
な
い
。

7
.
上
記
の
者
は
、
本
協
定
に
規
定
さ
れ
た
施
設
や
区
域
の
建
設
、
維

持
・
運
営
に
関
す
る
合
衆
国
政
府
と
の
契
約
に
よ
っ
て
発
生
す
る
所
得
に

対
し
、
大
韓
民
国
政
府
、
ま
た
は
大
韓
民
国
の
課
税
機
関
に
所
得
税
・
法

人
税
を
納
付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
合
衆
国
と
の
契
約
の

履
行
と
関
連
し
て
、
大
韓
民
国
圏
内
に
滞
留
す
る
者
は
、
大
韓
民
国
圏
外

二
四
O

か
ら
の
源
泉
で
発
生
す
る
所
得
に
対
し
、
大
韓
民
国
政
府
、
ま
た
は
そ
の

他
大
韓
民
国
の
課
税
機
関
に
大
斡
民
国
租
税
を
納
付
す
る
義
務
を
負
わ
な

い
ロ
ま
た
、
上
記
の
者
が
大
韓
民
国
圏
内
に
滞
留
す
る
期
間
中
は
、
大
韓

民
国
租
税
の
賦
課
上
、
大
韓
民
国
圏
内
で
居
所
や
住
所
を
保
有
す
る
期
間

と
見
な
さ
れ
な
い
。
上
記
の
者
に
つ
い
て
本
協
議
規
定
は
、
本
項
の
最
初

に
規
定
し
た
大
韓
民
国
の
原
泉
か
ら
発
生
す
る
源
泉
以
外
の
所
得
に
対
す

る
所
得
税
・
法
人
税
の
納
付
を
免
除
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
合
衆

国
の
所
得
税
を
納
付
し
な
い
目
的
で
大
韓
民
国
圏
内
の
居
所
を
申
告
す
る

者
に
対
し
て
は
大
韓
民
国
の
租
税
納
付
を
免
除
し
な
い
。

8
.
上
記
の
者
に
つ
い
て
大
韓
民
国
当
局
は
、
大
韓
民
国
法
令
に
よ
っ
て

処
罰
で
き
る
犯
罪
に
関
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
を
持
つ
。
た
だ
し
、

大
韓
民
国
の
防
衛
に
対
す
る
上
記
の
者
の
役
割
を
認
め
て
、
第
二
十
二
条

第
五
項
、
第
七
項
の

(
2
)
、
第
九
項
、
並
び
に
同
関
係
の
合
意
識
事
録

の
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
韓
民
国
当
局
が
裁
判
権
を
行
使

し
な
い
こ
と
で
決
め
る
場
合
、
大
韓
民
国
当
局
は
速
や
か
に
合
衆
国
軍
当

局
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
衆
国
軍
当
局
が
こ
の
よ
う
な
通
告

を
受
け
付
け
た
場
合
、
合
衆
国
法
令
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
権
限
に
よ
っ

て
前
記
の
者
の
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
を
持
つ
。

第
十
六
条

現
地
調
達

(
F
o
g
-
一勺

8
2
2
B
B
C

1
.
合
衆
国
は
、
本
協
定
の
目
的
・
協
定
で
認
め
ら
れ
る
権
限
に
よ
っ
て

大
韓
民
国
圏
内
で
供
給
・
提
供
さ
れ
る
資
材
、
需
用
品
、
備
品
、
サ
l
ピ
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ス
(
建
築
工
事
を
含
む
)
の
調
達
の
た
め
の
契
約
者
、
供
給
者
ま
た
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
の
選
択
に
つ
い
て
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
契

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
資
材
、
需
用
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

は
、
両
国
関
係
当
局
聞
の
合
意
後
、
大
韓
民
国
政
府
を
通
じ
て
調
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2
.
合
衆
国
軍
隊
の
維
持
の
た
め
現
地
で
供
給
の
必
要
が
あ
る
資
材
、
需

用
品
、
備
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
に
よ
っ
て
大
韓
民
国
の
経
済
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
大
韓
民
国
の
関
係
当
局
と
の
調
整
下
で
、

ま
た
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
大
韓
民
国
の
関
係
当
局
を
通
し
て
援
助

を
得
た
上
調
達
す
る
。

3
.
公
認
調
達
機
関
を
含
む
合
衆
国
軍
隊
が
大
韓
民
国
中
で
公
用
目
的
の

た
め
に
調
達
す
る
資
材
、
需
用
品
、
備
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
、

合
衆
国
軍
隊
が
最
終
消
費
使
用
す
る
た
め
に
調
達
す
る
資
材
、
需
用
品
、

備
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
同
合
衆
国
軍
隊
が
事
前
に
適
切
な

証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
次
の
大
韓
民
国
租
税
が
免
除
さ
れ
る
。

(
1
)
物
品
税

(
2
)
通
行
税

(
3
)
石
油
類
税

(
4
)
電
気
ガ
ス
税

(
5
)
営
業
税

両
国
政
府
は
、
本
条
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
大
韓
民
国
圏
内
で
の
現
在
・

将
来
の
租
税
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
に
よ
っ
て
調
達
・
最
終
的
に
使

用
す
る
た
め
の
資
材
、
需
用
品
、
備
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
総
輸
入
価
格

米
斡
駐
屯
地
地
位
協
定

ao『〉
・

m
g
z
m
O『

2
5
2
〉
司

S
B
g
H
)
(崖
) に

相
当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
関
し
て
、
本
条
の
目
的
に
合
致
す
る
免

税
・
減
税
に
同
意
す
る

0

4
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
本
条
を
理

由
に
、
大
韓
民
国
中
で
賦
課
で
き
る
物
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
個
人
的
輸

入
に
対
す
る
租
税
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
類
似
の
公
課
金
の
免
除
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

5
.
第
三
項
に
規
定
し
た
租
税
の
免
除
を
受
け
て
大
韓
民
国
で
購
入
し
た

物
品
は
、
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
当
局
相
互
間
が
合
意
す
る
条
件
に
よ

り
処
分
を
認
め
る
場
合
を
除
い
て
は
、
該
当
物
品
を
免
税
で
輸
入
す
る
権

利
を
持
た
な
い
者
に
対
し
大
韓
民
国
圏
内
で
の
処
分
を
認
め
な
い
。

第
十
七
条

労
務

q
z
z
g
g
)

本
組
に
お
い
て

①
「
雇
用
主
」
と
は
、
合
衆
国
軍
隊
(
農
出
外
資
金
諸
機
関
を
含

む
)
お
よ
び
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
し
た
者
を
い
う
。

②
「
雇
用
員
」
と
は
、
庖
い
主
が
雇
用
し
た
軍
属
お
よ
び
第
十
五
条

に
規
定
し
た
契
約
者
の
雇
用
員
で
な
い
民
間
人
を
指
す
。
た
だ
し
、

(
1
)
韓
国
労
務
団

(
K
S
C
)
の
構
成
員
お
よ
び

(
2
)
合
衆

国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
ま
た
は
、
そ
の
家
族
個
人
が
雇
用
し
た

家
事
使
用
人
は
除
く
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
員
は
大
韓
民
国
国
民
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
.
麗
用
主
は
、
彼
ら
人
員
を
募
集
・
雇
用
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
四



Hosei University Repository

法
学
志
林
第
一

O
九
巻

第
三
号

可
能
な
限
り
大
韓
民
国
政
府
の
募
集
事
務
機
関
を
利
用
す
る
。
雇
用
主
が

雇
用
員
を
直
接
募
集
す
る
場
合
に
は
、
麗
用
主
は
労
働
行
政
上
必
要
な
適

切
な
情
報
を
大
韓
民
国
労
働
庁
に
提
供
す
る
。

3
.
本
条
の
規
定
は
合
衆
国
軍
隊
の
軍
事
上
必
要
を
妨
害
し
な
い
範
囲
内

で
、
合
衆
国
軍
隊
が
雇
用
員
の
た
め
に
設
定
し
た
雇
用
条
件
・
補
償
・
労

使
関
係
は
大
韓
民
国
の
労
働
法
令
の
諸
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
.
①
雇
用
主
・
雇
用
員
・
承
認
さ
れ
た
雇
用
員
団
体
聞
の
争
議
の
中
で
、

合
衆
国
軍
隊
の
不
平
処
理
労
働
関
係
手
続
き
を
通
じ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
大
韓
民
国
労
働
法
令
中
団
体
行
動
に
関
す
る
規
定

を
考
慮
し
て
、
次
の
通
り
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
争
識
は
調
整
を
通
じ
て
大
韓
民
国
労
働
庁
に
回
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(
2
)
こ
の
よ
う
な
争
議
が
前
記

(
l
)
に
規
定
さ
れ
た
手
続
き
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
件
は
合
同
委
員
会
に
回
付
さ
れ
、

合
同
委
員
会
は
新
し
い
調
整
に
努
力
す
る
。
ま
た
合
同
委
員
会
が
指
定

す
る
特
別
委
員
会
に
こ
の
件
に
つ
い
て
回
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
こ
の
よ
う
な
争
識
が
前
記
の
手
続
き
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
い

場
合
、
合
同
委
員
会
は
迅
速
に
こ
の
争
識
を
順
次
解
決
に
努
め
る
。
合

同
委
員
会
の
決
定
は
さ
ら
に
拘
束
力
を
持
つ
。

(
4
)
認
さ
れ
た
雇
用
員
団
・
雇
用
員
が
争
議
に
対
す
る
合
同
委
員
会

の
決
定
に
従
わ
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
解
決
手
続
き
の
進
行
中
に
正
常

な
業
務
要
件
を
邪
魔
す
る
行
動
に
従
事
す
る
場
合
、
前
記
団
体
の
承
認

撤
回
お
よ
び
雇
用
員
の
解
雇
に
対
す
る
正
当
な
理
由
と
見
な
す
。

二
四
二

(
5
)
雇
用
員
団
体
・
庖
用
員
は
争
議
が
前
記

(
2
)
に
規
定
し
た
合

同
委
員
会
に
回
付
さ
れ
た
後
、
少
な
く
と
も
七
十
日
以
上
の
期
間
が
経

過
し
な
い
限
り
、
正
常
な
業
務
要
件
を
邪
臆
す
る
行
動
に
従
事
し
て
は

い
け
な
い
。

②
雇
用
員
、
ま
た
は
雇
用
員
団
体
は
労
働
争
議
が
前
記
の
手
続
き
に
よ
っ

て
解
決
し
な
い
場
合
、
継
続
し
て
団
体
行
動
指
を
持
つ
白
た
だ
し
、
合
同

委
員
会
の
こ
の
よ
う
な
行
動
が
大
韓
民
国
の
共
同
防
衛
の
た
め
合
衆
国
軍

隊
の
軍
事
作
戦
を
妨
害
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
除
く
。
合
同
委
員
会

で
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
合
意
に
到
達
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
件
は
大
韓

民
国
政
府
の
関
係
官
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
外
交
使
節
聞
の
討
議
を
通
し
て

再
検
討
の
対
象
と
な
る
。

③
本
条
の
適
用
は
、
戦
争
、
敵
対
行
為
、
ま
た
は
戦
争
・
敵
対
行
為
が
切

迫
し
た
状
態
の
国
家
非
常
時
に
は
、
合
衆
国
軍
当
局
と
の
協
議
の
上
、
大

韓
民
国
政
府
が
取
る
非
常
措
置
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
。

5
.
①
大
韓
民
国
側
が
労
働
力
を
配
分
す
る
場
合
に
は
、
合
衆
国
軍
隊
は

大
韓
民
国
国
軍
が
持
つ
権
利
よ
り
不
利
で
な
い
配
分
特
権
が
付
与
さ
れ
る
。

②
戦
争
、
敵
対
行
為
、
ま
た
は
戦
争
や
敵
対
行
為
が
切
迫
し
た
状
態
の
よ

う
な
国
家
非
常
時
に
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
任
務
の
執
行
に
必
要
な
技
術
を

習
得
し
た
雇
用
員
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
要
請
に
よ
り
、
相
互
協
議
を
通
じ

て
兵
役
、
そ
の
他
強
制
服
務
が
延
期
す
る
。
合
衆
国
軍
隊
に
緊
要
と
認
め

ら
れ
る
雇
用
員
の
名
簿
を
大
韓
民
国
側
は
事
前
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

6
.
軍
属
は
、
彼
ら
の
任
用
と
雇
用
条
件
に
関
し
て
大
韓
民
国
の
諸
法
令



Hosei University Repository

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
巴

①
合
衆
国
の
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
そ
し
て
そ
の
家
族
は
、
大
韓

民
国
政
府
の
外
国
為
替
管
理
法
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
は
、
合
衆
国
ド
ル
、
ま
た
は
ド
ル
証
券

(
弘
主

Z
Zコ
E
Eヨ
g
g
)
と
し
て
、
合
衆
国
か
ら
の
供
給
、
ま

た
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
軍
属
が
当
協
定
と
関
連
し
て
雇

用
・
勤
務
し
た
結
果
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
、
ま
た
は
上
記
の

者
が
大
韓
民
国
国
外
の
源
泉
か
ら
取
得
し
た
も
の
を
大
韓
民
国
圏

内
で
流
通
、
大
韓
民
国
か
ら
の
移
転
を
防
ぐ
規
定
と
は
解
釈
し
な

③
合
衆
国
当
局
は
前
項
に
規
定
さ
れ
た
者
に
よ
る
特
権
の
乱
用
、
ま

た
は
大
韓
民
国
の
外
国
為
替
管
理
諸
法
令
の
回
避
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

為
替
管
理
由
凶
各
自
問
。
。

oEB-)

1
.
合
衆
国
の
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
そ
し
て
そ
の
家
族
は
、
大
韓
民

国
政
府
の
外
国
為
替
管
理
法
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
.
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
は
、
合
衆
国
ド
ル
、
ま
た
は
ド
ル
証
券

E
o
-
-
m
Z
D
a
E
g
g
g
)
と
し
て
、
合
衆
国
か
ら
の
供
給
、
ま
た
は
、

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
軍
属
が
当
協
定
と
関
連
し
て
雇
用
・
勤
務
し
た

結
果
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
、
ま
た
は
上
記
の
者
が
大
韓
民
国
国
外
の

源
泉
か
ら
取
得
し
た
も
の
を
大
韓
民
国
圏
内
で
流
通
、
大
韓
民
国
か
ら
の

米
韓
駐
屯
地
地
位
協
定

G
C『
〉
・

m
g
c訴
え
句
。
「
丹
市
町
〉

m『

2
5
8乙
(
鹿
) 移

転
を
防
ぐ
規
定
と
は
解
釈
し
な
い
。

3
.
合
衆
国
当
局
は
前
項
に
規
定
さ
れ
た
者
に
よ
る
特
権
の
乱
用
、
ま
た

は
大
韓
民
国
の
外
国
為
替
管
理
諸
法
令
の
回
避
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条

軍
票
(
冨
E
Sミ
司
ミ

B
gけ

(
U
O
吋
江
田

ggm)

1
.
①
ド
ル
表
示
に
よ
る
合
衆
国
軍
票
は
合
衆
国
に
よ
っ
て
認
可
を
受
け

た
者
の
聞
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
c

合
衆
国
の
政
府
は
、
合
衆
国
の

規
則
が
許
容
す
る
場
合
を
除
い
て
、
認
可
を
受
け
た
者
以
外
の
者
に
よ
る

軍
票
の
使
用
を
防
止
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
取
る
。
ま
た
、
大
韓
民

国
政
府
も
、
認
可
を
受
け
て
な
い
者
に
よ
る
軍
票
の
使
用
を
禁
止
す
る
た

め
の
必
要
な
措
置
を
取
る
。
そ
の
場
合
、
合
衆
国
当
局
の
援
助
を
得
て
、

軍
票
の
偽
造
、
ま
た
は
偽
造
軍
票
の
使
用
に
関
与
し
た
大
韓
民
国
当
局
の

裁
判
権
に
従
う
者
を
逮
捕
し
て
処
罰
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

②
合
衆
国
当
局
は
、
合
衆
国
の
法
律
が
許
容
す
る
限
度
ま
で
、
認
可
を
受

け
て
い
な
い
者
に
対
し
軍
票
を
行
使
し
た
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
軍
属

お
よ
び
そ
の
家
族
を
逮
捕
し
て
処
罰
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
D

ま
た
大
韓

民
国
国
内
で
の
そ
の
使
用
の
結
果
に
つ
い
て
、
合
衆
国
は
大
韓
民
国
政
府

お
よ
び
そ
の
関
連
機
関
に
対
し
如
何
な
る
義
務
も
負
担
さ
せ
な
い
こ
と
に

合
意
す
る
。

2
.
合
衆
国
は
、
軍
票
を
管
理
す
る
た
め
、
合
衆
国
の
監
督
の
下
で
軍
票

使
用
を
認
可
受
け
た
者
に
よ
る
使
用
の
た
め
の
施
設
を
維
持
し
運
営
す
る

ニ
四
三
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こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
一
定
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機

関
は
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
大
韓
民
国
の
商
業
金
融
体
か
ら
そ
の
場
所
を

分
離
し
て
設
置
・
維
持
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
維
持
し
て
運

営
を
専
任
す
る
職
員
を
置
く
。
該
当
す
る
施
設
は
、
合
衆
国
通
貨
に
よ
る

銀
行
会
計
を
維
持
し
、
ま
た
こ
の
会
計
と
関
連
す
る
す
べ
て
の
金
融
取
引

(
当
協
定
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
資
金
の
受
領
お

よ
び
送
金
を
含
む
)
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
c

第
二
十
条

軍
事
郵
便
局

(VA--Em
ミ
司
o
丘

O
B
g
)

合
衆
国
は
大
韓
民
国
圏
内
で
、
合
衆
国
軍
事
郵
便
局
を
設
田
・
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
施
設
は
、
合
衆
国
軍
事
郵
便
局
問
、
ま
た
軍
事
郵

便
局
と
そ
の
他
合
衆
国
郵
便
局
間
の
郵
便
物
の
送
達
の
た
め
に
合
衆
国
軍

隊
が
使
用
す
る
施
設
と
区
域
内
に
居
住
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
軍

属
お
よ
び
そ
の
家
族
の
利
用
を
目
的
と
す
る
。

第
二
十
一
条

会
計
約
定
(
〉
2
0
g
ロ巴ロ
m同

u
H
e
o
n
a
g円
。

ω)

大
韓
民
国
政
府
と
合
衆
国
政
府
は
、
当
協
定
に
よ
っ
て
発
生
す
る
金
融
取

引
に
適
用
す
る
た
め
の
会
計
約
定
に
合
意
す
る
。

二
四
四

第
二
十
二
条

刑
事
裁
判
権
(
の
ユ

g
g色
白
ロ
ユ
包

5
5ロ)

1
.
本
条
の
規
定
の
条
件
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
合
衆
国
軍
当
局
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の

家
族
に
対
し
、
合
衆
国
法
令
が
付
与
し
た
す
べ
て
の
刑
事
裁
判
権

お
よ
び
懲
戒
梅
を
大
韓
民
国
国
内
で
行
使
す
る
権
利
を
持
つ
。

②
大
斡
民
国
当
局
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の

家
族
に
対
し
、
大
韓
民
国
の
領
域
中
で
犯
し
た
犯
罪
は
大
韓
民
国

法
令
に
よ
っ
て
処
間
で
き
る
裁
判
権
を
持
つ
。

2
.
①
合
衆
国
軍
当
局
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
や
軍
属
お
よ
び
そ
の

家
族
に
対
し
、
合
衆
国
法
令
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
合
衆
国
法
令
に
よ
っ
て
は
処
罰
で
き
な
い
犯
罪
(
合
衆
国
の
安
全
に

関
す
る
犯
罪
を
含
む
)
に
関
し
て
専
属
的
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
を
持

つ。②
大
韓
民
国
当
局
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
や
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族

に
対
し
、
大
韓
民
国
法
令
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

大
韓
民
国
法
令
に
よ
っ
て
は
処
罰
で
き
な
い
犯
罪
(
大
韓
民
国
の
安
全
に

関
す
る
犯
罪
を
含
む
)
に
関
し
て
専
属
的
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
を
持

つ。③
本
条
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
の
適
用
上
の
「
国
家
の
安
全
に
関
す
る
犯

罪
」
と
い
う
意
味
は
次
の
こ
と
を
含
む
。

(
l
)
該
当
国
に
対
す
る
反
逆
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(
2
)
妨
害
行
為

(
g
r
c
E問
。
)
、
ス
パ
イ
行
為
ま
た
は
、
該
当
国
の

公
務
上
・
国
防
上
の
秘
密
に
関
す
る
法
令
違
反

3
.
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
が
並
行
す
る
場
合
に
は
、
次
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
。

①
合
衆
国
軍
当
局
は
、
次
の
犯
罪
に
関
し
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構

成
員
・
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一

次
的
権
利
を
持
つ
。

(
1
)
合
衆
国
の
財
産
・
安
全
に
対
す
る
犯
罪
、
ま
た
は
、
合
衆

国
軍
隊
の
他
構
成
員
・
軍
属
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
身
体
・
財
産

に
関
す
る
犯
罪

(
2
)
公
務
執
行
中
の
作
為
、
ま
た
は
不
作
為

2
2
0『

csz・

包
C
コ
)
に
よ
る
犯
罪
。

2
.
そ
の
他
の
犯
罪
に
関
し
て
は
、
大
韓
民
国
当
局
が
裁
判
権
を
行
使
す

る
第
一
次
的
権
利
を
持
つ
。

3
.
第
一
次
的
権
利
を
有
す
る
側
の
国
家
が
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と

を
決
め
た
時
に
は
、
可
能
な
限
り
迅
速
に
他
方
国
家
当
局
に
そ
の
意
を
通

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
第
一
次
的
権
利
を
持
つ
国
家
の
当
局

は
、
他
方
国
家
が
こ
の
よ
う
な
権
利
放
棄
を
特
に
重
要
だ
と
認
め
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
他
方
国
当
局
か
ら
権
利
放
棄
要
請
が
あ
れ
ば
、
そ
の
要

請
に
対
し
好
意
的
考
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ

4
.
本
条
前
記
の
諸
規
定
は
、
合
衆
国
軍
当
局
が
大
韓
民
国
の
国
民
で
あ

る
者
、
ま
た
は
大
韓
民
国
に
通
常
居
住
す
る
者
に
対
す
る
裁
判
権
の
行
使

権
利
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員

米
斡
駐
屯
地
地
位
協
定

3
0『
〉
-
∞

z
g
a
c『

M
5
2
8
〉

q
g
g
g
H
)
(僅
) の

場
合
は
例
外
で
あ
る
。

5
.
①
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
の
軍
当
局
は
、
大
韓
民
国
領
境
内
で
合

衆
国
の
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
ま
た
は
、
そ
の
家
族
を
逮
捕
す
る
場
合
に

お
い
て
、
次
の
規
定
に
よ
り
拘
禁
す
る
当
局
に
相
互
協
力
す
る
。

②
大
韓
民
国
当
局
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
ま
た
は
そ
の
家

族
の
逮
捕
を
直
ち
に
合
衆
国
軍
当
局
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合

衆
国
軍
当
局
は
、
大
韓
民
国
側
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
的
権
利
を

持
つ
場
合
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
逮
捕

を
大
韓
民
国
当
局
に
直
ち
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
大
韓
民
国
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
ま

た
は
そ
の
家
族
を
被
疑
者
と
し
て
拘
禁
す
る
場
合
、
被
疑
者
が
合
衆
国
の

軍
当
局
の
手
中
に
い
れ
ば
、
す
べ
て
の
裁
判
手
続
き
は
終
結
す
る
。
ま
た
、

大
韓
民
国
当
局
が
拘
禁
を
要
摘
す
る
時
ま
で
、
合
衆
国
軍
当
局
が
継
続
し

て
行
う
。
こ
の
被
疑
者
が
大
韓
民
国
の
手
中
に
い
る
場
合
に
は
、
合
衆
国

軍
当
局
に
引
き
渡
す
こ
と
で
す
べ
て
の
裁
判
手
続
き
が
終
結
す
る
。
ま
た
、

大
韓
民
国
当
局
が
拘
禁
の
要
請
が
あ
る
場
合
ま
で
、
合
衆
国
軍
当
局
が
継

続
し
て
拘
禁
す
る
。
被
疑
者
が
合
衆
国
軍
当
局
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場
合
、

合
衆
国
軍
当
局
は
い
つ
の
時
で
も
大
韓
民
国
当
局
に
拘
禁
を
引
き
渡
す
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
特
定
事
件
に
お
い
て
は
大
韓
民
国
当
局
が
行
う
こ

と
が
で
き
る
拘
禁
引
渡
し
の
要
請
に
対
し
て
好
意
的
に
考
慮
す
る
。
合
衆

国
軍
当
局
は
、
捜
査
と
裁
判
の
た
め
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
直
ち
に
大
韓
民

国
当
局
に
こ
の
よ
う
な
被
疑
者
・
被
告
人
の
捜
査
と
裁
判
が
で
き
る
よ
う

に
努
力
す
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
と
司
法
手
続
き
の
進
行
に
対
す
る
陣
害

二
四
五
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を
防
止
す
る
た
め
全
て
の
適
切
な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合

衆
国
軍
当
局
は
大
韓
民
国
当
局
が
行
っ
た
拘
禁
に
関
す
る
特
別
な
要
諦
に

対
し
十
分
に
考
慮
す
る
。
大
韓
民
国
当
局
は
、
合
衆
国
軍
当
局
が
合
衆
国

軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
ま
た
は
家
族
の
被
疑
者
拘
禁
を
継
続
す
る
場
合
、

同
当
周
か
ら
協
力
要
請
に
対
し
好
意
的
に
考
慮
す
る
。

④
第
二
項
の
③
に
規
定
し
た
大
韓
民
国
の
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
関
す
る

被
疑
者
は
大
韓
民
国
当
局
が
拘
禁
す
る
。

6
.
①
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
軍
当
局
は
、
発
生
し
た
犯
罪
に
つ
い
て

必
要
な
捜
査
の
実
施
・
証
拠
の
収
集
と
提
出
(
犯
罪
に
関
連
し
た
証
拠
物

の
押
収
、
相
当
な
場
合
に
は
引
渡
し
を
含
む
)
に
相
互
協
力
す
る
=
た
だ

し
、
こ
の
よ
う
な
証
拠
物
は
引
渡
し
す
る
側
が
決
め
た
期
間
内
ま
で
に
還

付
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

②
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
軍
当
局
は
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
が
並

行
す
る
す
べ
て
の
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
相
互
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

7
.
①
死
刑
の
判
決
は
、
大
韓
民
国
の
法
令
に
死
刑
を
規
定
し
て
い
な
い

場
合
、
合
衆
国
軍
当
局
が
大
韓
民
国
国
内
で
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
。

②
大
韓
民
国
当
局
は
、
合
衆
国
軍
当
局
が
本
条
の
規
定
に
よ
り
宣
告
し
た

自
由
刑
を
大
韓
民
国
領
域
中
で
執
行
す
る
場
合
、
合
衆
国
軍
当
局
が
協
力

を
要
摘
す
れ
ば
こ
の
要
請
に
対
し
好
意
的
に
考
慮
す
る
。
大
韓
民
国
当
局

は
、
ま
た
、
大
韓
民
国
裁
判
所
が
宣
告
し
た
拘
禁
刑
に
服
役
中
の
合
衆
国

軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
ま
た
は
そ
の
家
族
の
拘
禁
引
渡
し
に
つ
い
て
合
衆

国
当
局
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
の
要
請
に
対
し
好
意
的
に
考
慮
す
る
。

二
四
六

同
時
に
、
合
衆
国
軍
当
局
に
引
き
渡
し
た
場
合
、
合
衆
国
側
は
、
大
韓
民

国
関
係
当
局
の
承
認
を
得
る
時
ま
で
合
衆
国
の
適
当
な
拘
禁
施
設
内
で
拘

禁
を
継
続
す
る
義
務
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
合
衆
国
当
局
は
大
韓

民
国
当
局
に
関
係
情
報
を
定
期
的
に
提
供
す
る
。
ま
た
、
大
韓
民
国
政
府

代
表
は
、
大
韓
民
国
裁
判
所
が
宣
告
し
た
刑
に
よ
っ
て
合
衆
国
の
拘
禁
施

設
中
で
服
役
中
の
者
と
の
面
会
権
利
を
持
つ
。

8
.
被
告
人
が
本
条
の
規
定
に
よ
り
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
軍
当
局
中

ど
ち
ら
か
一
方
の
当
局
に
よ
っ
て
裁
判
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
無
罪

判
決
を
受
け
た
時
、
有
罪
判
決
を
受
け
て
服
役
中
に
服
役
を
終
了
し
た
時
、

減
刑
或
い
は
執
行
停
止
し
た
時
、
ま
た
は
、
赦
免
さ
れ
た
時
に
は
、
被
告

人
は
他
方
国
家
当
局
に
よ
っ
て
大
韓
民
国
の
領
域
内
で
の
同
じ
犯
罪
に
対

す
る
二
重
の
裁
判
は
受
け
な
い
。
た
だ
し
、
本
条
の
知
何
な
る
規
定
も
、

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
が
大
隣
民
国
当
局
に
よ
っ
て
裁
判
を
受
け
た
犯
罪

作
為
お
よ
び
不
作
為
に
よ
る
軍
規
違
反
に
対
し
、
裁
く
こ
と
に
関
与
す
る

も
の
で
は
な
い
。

9
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
ま
た
は
そ
の
家
族
は
、
大
韓
民
国

の
裁
判
権
に
よ
っ
て
公
訴
が
提
起
さ
れ
る
場
合
に
は
常
時
に
次
の
権
利
を

持
つ
。

①
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利

②
自
分
に
対
す
る
具
体
的
な
公
訴
事
実
の
通
知
を
公
判
前
に
受
け
る

描
利

③
自
分
に
不
利
な
証
人
と
対
面
し
て
彼
を
尋
問
す
る
権
利

④
自
分
に
有
利
な
証
人
を
求
め
る
権
利
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⑤
自
分
が
選
択
す
る
弁
護
人
を
持
つ
権
利
、
ま
た
は
、
費
用
の
補
助

を
受
け
て
弁
護
人
を
持
つ
権
利

⑥
被
告
人
が
必
要
だ
と
認
め
た
場
合
、
有
能
な
通
訳
人
の
助
力
を
受

け
る
権
利

⑦
合
衆
国
の
政
府
代
表
と
の
面
会
・
文
通
の
権
利
、
ま
た
自
身
の
裁

判
に
そ
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
権
利

m.
①
合
衆
国
軍
隊
の
正
規
編
成
部
隊
・
編
成
隊
は
本
協
定
第
二
条
に
基

づ
い
て
使
用
中
の
施
設
・
区
域
内
で
警
察
権
を
行
使
す
る
権
利
を
持
つ
。

合
衆
国
軍
隊
の
軍
事
警
察
は
、
同
施
設
お
よ
び
区
域
内
で
秩
序
・
安
全
の

維
持
を
保
障
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
適
切
な
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
上
記
の
施
設
・
区
域
外
で
前
記
の
軍
事
郵
察
の
権
限
は
、
必
ず
大
韓
民

国
当
局
と
の
約
定
に
従
う
こ
と
を
そ
の
条
件
と
し
て
大
韓
民
国
当
局
と
の

緊
密
な
協
力
の
も
と
に
行
使
す
る
。
こ
れ
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
聞

の
規
俸
と
秩
序
の
維
持
お
よ
び
彼
ら
の
安
全
保
陣
の
た
め
に
必
要
な
範
囲

内
に
限
定
さ
れ
る
。

日
.
相
互
防
衛
条
約
第
二
条
が
適
用
さ
れ
る
敵
対
行
為
が
発
生
す
る
場
合
、

刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
本
協
定
の
規
定
は
直
ち
に
そ
の
適
用
が
停
止
し
、

合
衆
国
軍
当
局
は
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
専
属
的
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
を
持
つ
。

ロ
.
本
条
の
規
定
は
、
本
協
定
の
効
力
発
生
前
に
発
生
し
た
如
何
な
る
犯

罪
行
為
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
な
い
。
上
記
の
よ
う
な
犯
罪
行
為
に
つ
い

て
は
、
千
九
百
五
十
年
七
月
十
二
日
付
で
大
田
(
テ
ジ
ョ
ン
)
で
行
っ
た

覚
書
交
換
で
効
力
が
発
生
し
た
大
韓
民
国
と
合
衆
国
聞
の
規
定
を
適
用
す

米
韓
駐
屯
地
地
位
協
定

3
0明
J
P
ω
S
F
5
え
て
0
2
2
〉
匂
2
5
3仲
)

(

崖

)

る。
第
二
十
三
条

請
求
権

(
Q
3
5
ω
)

1
.
各
当
事
国
は
、
自
国
の
所
有
に
よ
り
自
国
の
軍
隊
が
使
用
中
の
財
産

に
対
す
る
損
害
に
関
し
て
、
次
の
場
合
に
は
他
方
当
事
国
に
対
す
る
全
て

の
締
求
権
を
放
棄
す
る
。

①
他
方
当
事
国
軍
隊
の
構
成
員
ま
た
は
、
雇
用
員
に
よ
っ
て
公
務
執

行
中
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合

②
他
方
当
事
国
所
有
の
同
国
軍
隊
が
使
用
中
の
車
両
、
船
舶
、
航
空

機
の
使
用
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
た
だ
し
、
損
害
を

起
こ
し
た
車
両
、
船
舶
、
航
空
機
が
公
用
目
的
の
た
め
に
使
用
さ

れ
て
い
た
場
合
、
八
ム
用
目
的
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
財
産
に
損

害
が
起
き
た
だ
け
に
限
る
。
海
難
救
助
に
つ
い
て
は
、
一
方
当
事

国
の
他
方
当
事
国
に
対
す
る
請
求
権
は
放
棄
す
る
。
た
だ
し
、
救

助
さ
れ
た
船
舶
や
船
荷
が
、
他
方
当
事
国
が
所
有
し
て
同
国
軍
隊

が
公
用
の
目
的
の
た
め
に
使
用
中
だ
っ
た
場
合
に
限
る
。

2
.
①
第
一
項
に
規
定
し
た
損
害
が
ど
ち
ら
か
一
方
当
事
国
が
所
有
す
る

そ
の
他
財
産
に
起
き
た
場
合
に
は
、
両
国
政
府
が
別
途
合
意
し
な
い
限
り
、

本
項
②
の
規
定
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
一
人
の
仲
裁
人
が
借
方
当
事
国
の
責

任
関
係
と
損
害
額
を
決
め
る
。
ま
た
、
こ
の
仲
裁
人
は
、
同
一
事
件
か
ら

発
生
し
た
知
何
な
る
反
対
舗
求
も
裁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
前
記
の
①
で
規
定
さ
れ
た
仲
裁
人
は
、
両
政
府
間
の
合
意
に
よ
っ
て
、

二
四
七
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大
韓
民
国
の
国
民
中
、
上
級
地
位
の
司
法
官
を
選
定
す
る
。

③
仲
裁
人
が
行
っ
た
財
政
は
両
当
事
国
に
対
し
最
終
的
に
拘
束
力
が
あ
る
。

④
仲
裁
人
が
裁
定
し
た
全
て
の
賠
償
金
は
、
本
条
第
五
項
の
⑤
の

(
1
)
、

(
2
)
お
よ
び

(
3
)
の
規
定
に
よ
り
分
担
す
る
。

⑤
仲
裁
人
の
給
料
は
両
政
府
間
の
合
意
に
よ
っ
て
決
め
る
。
両
政
府
が
仲

裁
人
の
任
務
遂
行
に
従
う
必
要
な
費
用
と
共
に
均
等
な
割
合
で
分
担
し
て

こ
れ
を
支
給
す
る
。

⑥
各
当
事
国
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
一
千
四
百
合
衆
国
ド
ル

(
2・

80)、
ま
た
は
、
大
韓
民
国
通
話
で
こ
れ
に
該
当
す
る
金
額
(
諦
求
が
提

起
さ
れ
た
時
に
第
十
八
条
の
合
意
議
事
録
に
規
定
さ
れ
た
為
替
レ
1
ト
に

よ
る
)
以
下
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
諦
求
権
を
放
棄
す
る
。

3
.
本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
の
適
用
上
、
船
舶
に
関
し
て
「
当
事
国

の
所
有
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
そ
の
当
事
国
が
契
約
に
よ
っ
て
賃
借

し
た
船
舶
、
徴
発
・
傘
捕
し
た
船
舶
を
も
含
む
c

(
た
だ
し
、
損
失
の
危

険
、
ま
た
は
、
責
任
に
当
事
国
以
外
の
者
が
負
担
す
る
場
合
に
お
い
て
は

該
当
し
な
い
。
)

4
.
各
当
事
国
は
自
国
の
軍
隊
の
構
成
員
が
公
務
執
行
に
従
事
し
て
い
た

時
に
受
け
た
ケ
ガ
や
死
亡
に
関
し
て
は
他
方
当
事
国
に
対
す
る
全
て
の
調

求
権
を
放
棄
す
る
。

5
.
公
務
執
行
中
の
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
や
雇
用
員
(
大
韓
民
国
国
民

や
大
緯
民
国
に
通
常
的
に
居
住
す
る
雇
用
員
を
含
む
)
の
作
為
・
不
作
為
、

合
衆
国
軍
隊
が
法
律
上
質
任
を
負
う
そ
の
他
の
作
為
・
不
作
為
、
事
故
に

つ
い
て
、
大
韓
民
国
中
で
大
韓
民
国
政
府
以
外
の
第
三
者
に
損
害
を
加
え

二
四
八

た
こ
と
か
ら
発
生
す
る
請
求
権
(
契
約
に
よ
る
請
求
権
お
よ
び
本
条
第
六

項
と
第
七
項
の
適
用
を
受
け
る
請
求
権
は
除
く
)
は
、
大
韓
民
国
が
次
の

規
定
に
よ
り
こ
れ
を
処
理
す
る
。

①
請
求
は
、
大
韓
民
国
の
軍
隊
の
行
動
か
ら
発
生
す
る
請
求
権
に
関

す
る
大
韓
民
国
の
法
令
に
よ
り
提
起
・
審
査
ま
た
は
裁
判
を
行
う
。

②
大
韓
民
国
は
、
前
記
の
如
何
な
る
梢
求
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
D

ま
た
、
合
意
・
裁
判
に
よ
っ
て
決
定
し
た
金
額
の
支
給
は
大

韓
民
国
ウ
ォ
ン
で
行
う
。

③
こ
の
よ
う
な
支
給
(
大
韓
民
国
の
管
轄
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
に
よ

る
合
意
・
解
決
の
た
め
に
行
わ
れ
る
〉
ま
た
は
、
支
給
を
認
め
な

い
と
い
う
前
記
裁
判
所
に
よ
る
最
終
的
判
決
は
両
当
事
国
に
対
し

て
最
終
的
な
拘
束
力
が
あ
る
。

④
大
韓
民
国
が
支
給
し
た
各
鏑
求
は
、
そ
の
明
細
お
よ
び
下
記
⑤
の

(
1
)
お
よ
び

(
2
)
の
規
定
に
よ
る
分
担
案
と
共
に
、
合
衆
国

の
関
係
当
局
に
通
知
す
る
。
一
一
ヶ
月
以
内
に
回
答
が
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
分
担
案
は
受
諾
さ
れ
た
こ
と
と
見
な
す
。

⑤
前
記
の
①
な
い
し
④
の
規
定
お
よ
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
請
求

を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
費
用
は
、
両
当
事
国
が
次

の
通
り
分
担
す
る
。

(
1
)
合
衆
国
だ
け
に
責
任
が
あ
る
場
合
に
は
、
制
定
し
て
合
意

を
行
う
ロ
ま
た
は
、
裁
判
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
金
額
は
大
韓
民

国
が
お
%
を
、
合
衆
国
が
花
%
を
負
担
す
る
割
合
で
分
担
す
る
。

(
2
)
大
韓
民
国
と
合
衆
国
が
損
害
に
対
し
て
各
々
責
任
が
あ
る
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場
合
に
は
、
裁
決
に
よ
っ
て
合
意
す
る
。
ま
た
、
裁
判
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
た
金
額
を
両
当
事
国
が
均
等
に
分
担
す
る
。
こ
の
掴
害

が
大
韓
民
国
軍
隊
お
よ
び
合
衆
国
軍
隊
に
よ
っ
て
発
生
し
て
、
そ

の
損
害
を
こ
れ
ら
軍
隊
の
ど
ち
ら
か
一
方
、
ま
た
は
、
双
方
の
責

任
で
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
定
に
よ
っ
て
合
意
す
る
。
ま

た
、
裁
判
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
金
額
は
、
大
韓
民
国
と
合
衆
国

が
均
等
に
分
担
す
る
。

(
3
)
損
害
賠
償
責
任
・
賠
償
金
額
お
よ
び
こ
の
比
率
に
よ
る
分

担
に
対
し
て
両
国
政
府
が
認
め
た
各
事
件
の
う
ち
、
大
韓
民
国
が

六
ヶ
月
間
支
給
し
た
金
額
の
明
細
密
は
、
弁
償
要
求
書
と
と
も
に
、

毎
六
ヶ
月
ご
と
に
合
衆
国
関
係
当
局
に
送
付
す
る
。
こ
の
よ
う
な

弁
償
は
可
能
な
限
り
最
短
期
間
内
に
大
韓
民
国
ウ
ォ
ン
で
支
払
う
。

本
項
で
規
定
し
た
両
国
政
府
の
認
定
は
、
第
二
項
③
お
よ
び
第
五

項
③
に
各
々
規
定
さ
れ
て
い
る
仲
裁
人
に
よ
る
決
定
、
ま
た
は
、

大
韓
民
国
の
管
轄
裁
判
所
に
よ
る
判
決
を
侵
害
し
て
は
い
け
な
い
。

⑥
合
衆
国
軍
隊
構
成
員
・
麗
用
員
(
大
韓
民
国
の
国
籍
お
よ
び
大
韓

民
国
に
通
常
居
住
す
る
雇
用
貝
を
含
む
)
は
、
彼
ら
の
公
務
執
行

か
ら
発
生
し
た
事
項
つ
い
て
は
、
大
韓
民
国
圏
内
で
彼
ら
に
対
し

て
行
わ
れ
た
判
決
の
執
行
手
続
き
に
は
従
わ
な
い
。

⑦
本
項
の
規
定
は
、
前
記
⑤
の
規
定
が
本
条
の
第
二
項
に
規
定
し
た

諮
求
権
に
適
用
さ
れ
る
範
囲
を
除
き
、
船
舶
の
航
海
・
運
用
、
ま

た
は
、
貨
物
の
船
積
み
・
運
送
・
揚
陸
過
程
に
関
連
し
て
発
生
し

た
締
求
権
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
本
条
第
四
項
が

米
斡
駐
屯
地
地
位
協
定
(
臼
O
司

p
g
E
E
C門
司

0
2
2
〉旬。
o
g
g
C
(崖
)

適
用
さ
れ
な
い
死
亡
・
負
傷
に
対
す
る
請
求
権
に
関
し
て
は
そ
う

で
な
い
。

6
.
大
韓
民
国
中
で
不
法
な
作
為
ま
た
は
、
雇
用
員
(
大
韓
民
国
の
国
民

の
雇
用
員
ま
た
は
、
大
韓
民
国
に
通
常
的
に
居
住
す
る
雇
用
員
を
除
く
)

に
対
す
る
請
求
権
は
、
次
の
方
法
で
処
理
す
る
。

①
大
韓
民
国
当
局
は
、
被
害
者
の
行
動
を
含
め
該
当
す
る
事
件
に
閲

す
る
全
て
の
事
情
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
公
平
か
つ
公
正
な
方
法

で
輔
求
を
審
査
し
て
舗
求
人
に
対
す
る
賠
償
金
を
支
払
っ
た
上
、

そ
の
事
件
に
関
す
る
報
告
曹
を
作
成
す
る
。

②
報
告
曹
は
合
衆
国
関
係
当
局
に
送
付
す
る
。
合
衆
国
当
局
は
、
速

や
か
に
補
償
金
支
給
の
提
案
可
否
・
賠
償
金
額
を
決
め
る
。

③
補
償
金
支
給
の
提
案
が
行
わ
れ
た
場
合
、
請
求
人
が
そ
の
請
求
を

完
全
に
充
足
し
て
こ
れ
を
受
諾
し
た
場
合
に
は
合
衆
国
当
局
が
直

接
支
給
す
る
。
ま
た
、
そ
の
決
定
内
容
お
よ
び
支
給
金
額
を
大
韓

民
国
当
局
に
通
告
す
る
。

④
本
項
の
規
定
は
、
締
求
に
完
全
充
足
す
る
形
で
支
給
が
行
わ
れ
な

い
限
り
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
雇
用
貝
に
対
す
る
訴
訟
受
理

は
大
韓
民
国
裁
判
所
の
裁
判
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
見
な
す
。

7
.
許
可
を
受
け
て
な
い
ま
ま
合
衆
国
軍
隊
車
両
使
用
し
た
こ
と
か
ら
発

生
し
た
請
求
権
は
、
合
衆
国
軍
隊
が
法
律
上
責
任
を
負
う
場
合
を
除
い
て

は
、
本
条
第
六
項
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
。

8
.
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
雇
用
員
の
不
法
な
作
為
・
不
作
為
が
公
務

執
行
中
に
行
わ
れ
た
場
合
、
ま
た
、
合
衆
国
軍
隊
の
車
両
使
用
が
許
可
を

二
四
九
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受
け
て
な
い
ま
ま
行
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
発
生
し
た
紛
争
は
本
条
第
二

項
の
②
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
仲
裁
人
に
回
付
す
る
。
こ
の
点
に
関

す
る
同
仲
裁
人
の
財
政
は
最
終
的
・
確
定
的
と
見
な
す
。

9
.
①
合
衆
国
は
、
大
韓
民
国
裁
判
所
の
民
事
裁
判
権
に
関
し
て
、
合
衆

国
軍
隊
の
構
成
員
・
雇
用
員
の
公
務
執
行
か
ら
発
生
す
る
問
題
に
お
い
て

大
韓
民
国
圏
内
で
彼
ら
に
対
し
行
わ
れ
た
判
決
の
執
行
手
続
き
に
つ
い
て
、

請
求
を
完
全
に
充
足
さ
せ
る
形
で
支
給
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
は
、
合
衆

国
軍
隊
の
構
成
員
・
雇
用
員
に
対
す
る
大
韓
民
国
裁
判
所
の
裁
判
権
か
ら

の
免
除
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
中
の
施
設
・
区
域
内
に
大
韓
民
国
法
律
に
基
づ
い

た
強
制
執
行
に
伴
う
私
有
動
産
(
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
中
の
動
産
は
除

く
)
が
あ
る
場
合
、
合
衆
国
当
局
は
、
大
韓
民
国
の
裁
判
所
の
要
請
に
よ

り
こ
の
よ
う
な
財
産
を
大
韓
民
国
当
局
に
引
き
渡
せ
る
よ
う
、
そ
の
権
限

内
の
す
べ
て
の
援
助
を
提
供
す
る
司

③
大
韓
民
国
当
局
と
合
衆
国
当
局
は
、
本
条
の
規
定
に
基
づ
い
た
請
求
の

公
平
な
処
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
証
拠
収
集
に
お
い
て
協
力
す
る
ロ

ω.
合
衆
国
軍
隊
の
運
営
に
必
要
な
資
材
、
需
用
品
、
備
品
、
サ
ー
ビ
ス

の
調
達
に
関
す
る
契
約
か
ら
発
生
す
る
紛
争
が
そ
の
契
約
当
事
者
に
よ
っ

て
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
合
同
委
員
会
に
回
付
し
て
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
本
項
の
規
定
は
、
当
事
者
が
有
す
る
民
事
訴
訟
提

起
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
い
け
な
い
。

日
.
本
条
第
二
項
お
よ
び
第
五
項
の
規
定
は
、
非
戦
闘
行
為
に
付
加
発
生

し
た
請
求
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
D

二
五
O

u.
合
衆
国
軍
隊
に
派
遣
勤
務
中
の
大
緯
民
国
増
員
軍
隊
(
問
〉
寸

c
m
P

R

。「g
ロ
〉
ロ

m
g
g
g
t
g叶
O

任。

C
E宮
内
同
盟
主

g
〉
『
自
己
の
構
成

員
は
本
条
の
適
用
上
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
と
見
な
す
。

日
.
本
条
の
規
定
は
、
本
協
定
の
効
力
発
生
前
に
発
生
し
た
請
求
権
に
は

適
用
し
な
い
。
当
請
求
権
は
合
衆
国
当
局
が
こ
れ
を
処
理
・
解
決
す
る
。

第
二
十
四
条

車
両
と
運
転
免
許
(
〈
各
芯

F
S門

戸

ロユ〈
O
H
，ぽ

F
-
0
0
ロ
moω)

1
.
大
韓
民
国
は
合
衆
国
の
下
部
行
政
機
関
が
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、

軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
発
給
し
た
運
転
許
可
証
・
迎
転
免
許
証
・

軍
の
運
転
許
可
証
に
つ
い
て
、
運
転
試
験
・
手
数
料
を
付
加
す
る
こ
と
な

く
有
効
な
も
の
と
し
て
承
認
す
る
。

2
.
合
衆
国
軍
隊
お
よ
び
軍
属
の
公
用
目
的
の
車
両
は
、
明
確
な
番
号
札
、

ま
た
は
、
容
易
に
識
別
で
き
る
個
別
記
号
を
付
着
す
る
。

3
.
大
韓
民
国
政
府
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
ま
た
は
そ
の

家
族
が
使
用
中
の
車
両
に
つ
い
て
免
許
許
可
と
車
両
登
録
を
行
う
。
こ
の

よ
う
な
車
両
所
有
者
の
姓
名
お
よ
び
同
車
両
の
登
録
を
施
行
す
る
場
合
、

大
韓
民
国
法
令
が
要
求
す
る
そ
の
他
の
関
係
資
料
は
、
合
衆
国
政
府
職
員

が
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
大
韓
民
国
政
府
に
提
供
す
る
。
免
許
監
察
発
給

の
実
質
を
除
い
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族

は
、
大
韓
民
国
で
車
両
の
免
許
、
登
録
、
運
行
に
関
連
し
て
発
生
す
る
全

て
の
手
数
料
お
よ
び
課
徴
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
に
関
連
し
た
全
て
の
租
税
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。
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第
二
十
五
条

保
安
措
置
(
∞
2
zユ
許
可

Z
g
g
z
ω
)

大
韓
民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
合
衆
国
軍
隊
、
そ
の
構
成
員
、
軍
属
、

第
十
五
条
に
よ
り
大
韓
民
国
に
滞
留
す
る
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び
彼
ら
の

財
産
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
常
に
必
要
な
措
置
を
取
る
こ
と
に
協
力

す
る
。
大
斡
民
国
政
府
は
、
大
韓
民
国
領
域
内
で
合
衆
国
の
設
備
、
備
品
、

財
産
、
記
録
お
よ
び
公
務
上
の
情
報
の
適
宜
な
保
安
と
保
護
を
保
障
す
る

た
め
に
必
要
な
立
法
措
置
お
よ
び
そ
の
他
の
措
置
を
取
る
。
ま
た
、
第
二

十
二
条
に
よ
り
大
韓
民
国
関
係
法
律
に
基
づ
い
た
法
律
違
反
者
の
処
罰
を

保
証
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

第
二
十
六
条

保
険
と
衛
生
(
問
。
巴

SmwE
∞
g
E邑
O
D
)

合
衆
国
軍
隊
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
の
た
め
に
必
要
な
医
療
支
援
を
提

供
す
る
。
合
衆
国
の
権
利
と
並
行
し
て
行
う
病
気
の
管
理
と
予
防
お
よ
び

そ
の
他
公
衆
保
険
、
医
療
、
衛
生
と
獣
医
業
務
の
調
整
に
関
す
る
共
同
業

務
は
、
第
二
十
八
条
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
合
同
委
員
会
で
両
国
政
府
の
関

係
当
局
が
こ
れ
を
行
う
。

第
二
十
七
条

予
備
役
の
訓
練
(
回
向
。
ロ
5
8ご
wE

寸
吋
巴
ロ
宮
一
向
。
片
目
。
∞
。
コ
ふ
ω
宮
)

合
衆
国
は
、
大
韓
民
国
圏
内
に
滞
留
す
る
適
格
な
合
衆
国
市
民
を
大
韓
民

米
綿
駐
屯
地
地
位
協
定

(
m
O匂
P
2
2
5
c門
司

C
R
g
〉
匂
2
5
8
H
)
(担
) 国

圏
内
の
予
備
役
軍
隊
に
編
入
さ
せ
て
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条

合
同
委
員
会

C
2
三
の
0
5
5
u
z
。)

1
.
別
途
規
定
し
た
場
合
を
除
い
て
、
本
協
定
の
施
行
に
関
す
る
相
互
協

議
を
必
要
と
す
る
全
て
の
事
項
に
関
し
て
、
大
韓
民
国
政
府
と
合
衆
国
政

府
聞
の
協
議
機
関
と
し
て
の
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る
。
特
に
、
合
同
委

員
会
は
、
本
協
定
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
合
衆
国
が
使
用
を
必
要
と

す
る
大
韓
民
国
圏
内
の
施
設
・
区
域
を
決
め
る
協
議
機
関
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
2

2
.
合
同
委
員
会
は
、
大
韓
民
国
政
府
の
代
表
一
人
と
合
衆
国
政
府
代
表

一
人
で
構
成
し
て
、
各
代
表
は
一
人
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
代
理
人
と
職

員
団
を
置
く
。
合
同
委
員
会
は
、
そ
の
自
ら
の
手
続
き
規
則
を
定
め
て
、

必
要
な
補
助
機
関
と
事
務
機
関
を
設
置
す
る
。
合
同
委
員
会
は
、
大
韓
民

国
政
府
、
ま
た
は
合
衆
国
政
府
内
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
政
府
代
表
の
要
請

が
あ
る
鴎
合
、
直
ち
に
会
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
組
織
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

3
.
合
同
委
員
会
が
問
題
を
解
決
で
き
な
い
場
合
、
同
委
員
会
は
こ
の
問

題
を
適
切
な
経
路
を
通
じ
て
そ
れ
以
上
の
検
討
を
講
じ
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
政
府
に
回
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
五
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法
学
志
林
第
一

O
九
巻

第
三
号

第
二
十
九
条

協
定
の
効
力
発
生
(
回
ロ
守
三
三
。

『
O
吋

8
0『
〉
肉
同

.
0
0
5
0ロ
件

)

1
.
本
協
定
は
、
大
韓
民
国
政
府
が
合
衆
国
政
府
に
対
し
て
同
協
定
が
大

韓
民
国
圏
内
法
上
の
手
続
き
に
よ
り
承
認
済
み
で
あ
る
と
い
う
書
面
通
告

を
し
た
日
か
ら
コ
亨
月
経
過
し
た
日
か
ら
効
力
を
発
生
す
る
。

2
.
大
韓
民
国
政
府
は
、
本
協
定
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
必
要
な
全
て

の
立
法
上
・
予
算
上
の
措
置
を
立
法
機
関
に
求
め
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

3
.
第
二
十
二
条
第
十
二
項
に
従
う
こ
と
を
条
件
で
、
本
協
定
は
同
協
定

の
効
力
発
生
と
同
時
に
、
千
九
百
五
十
年
七
月
十
二
日
付
で
大
田
(
テ
ジ

ョ
ン
)
で
行
っ
た
覚
書
交
換
で
効
力
が
発
生
し
た
裁
判
管
轍
権
に
関
す
る

大
韓
民
国
政
府
と
合
衆
国
政
府
聞
の
協
定
を
廃
棄
し
た
上
で
そ
の
代
わ
り

の
も
の
と
す
る
。

4
.
千
九
百
五
十
二
年
五
月
二
十
四
日
付
で
行
っ
た
大
韓
民
国
と
統
合
司

令
部
聞
の
経
済
調
整
に
関
す
る
協
定
第
三
条
第
十
三
項
は
、
本
協
定
の
範

囲
内
で
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
招
請
契
約
者
ま
た
、
そ
の
家

族
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

第
三
十
条

協
定
の
改
定
(
出

2
E
8
0同
〉

m
g
o
s
s
c

本
協
定
内
の
条
項
に
対
す
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
政
府
で

も
い
つ
の
時
で
も
改
定
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
両
国

政
府
は
適
切
な
経
路
を
通
じ
た
交
渉
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
五
二

第
三
十
一
条

協
定
の
有
効
期
間

G
E
s
t
oロ
O
同

〉
m
H
6
0
5
0ロ

件

)

本
協
定
お
よ
び
本
協
定
の
合
意
し
た
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
大
韓
民
国
と

合
衆
国
聞
の
相
互
防
衛
条
約
が
有
効
な
限
り
効
力
を
持
つ
。
以
上
の
証
拠

と
し
て
、
下
記
署
名
者
は
、
彼
ら
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
な
権
限
を
委
任

し
て
本
協
定
に
署
名
し
た
。
韓
国
語
と
英
語
で
本
文
二
通
を
作
成
し
た
も

の
は
、
両
方
と
も
同
等
に
正
文
で
あ
る
が
、
解
釈
上
の
上
位
は
英
語
文
に

従
う
。
以
上
は
、
千
九
百
六
十
六
年
七
月
九
日
、
ソ
ウ
ル
で
作
成
し
た
。

大
韓
民
国
の
た
め
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
た
め
に

李
東
元
(
イ
・
ド
ン
ウ
ォ
ン
)

デ
ィ
ン
・
ラ
ス
ク
(
ロ
p
t門

戸

口
oEH
出
ロ
ω
W
)

ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ
・

G
・
ブ
ラ
ウ

ン
(
旬
。
巧
P
百
三
宮
司
C
旬
。
・
)

関
復
基
(
ミ
ン
・
ボ
キ
)


